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去
る
三
月
十
六
日
、
創
作
料
理
を
紹
介

す
る
『
商
工
会
の
こ
だ
わ
り 

い
い
も
の

再
発
見
事
業
』「
海
・
山
を
味
わ
う
会
」
を

青
森
市
の
青
森
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
県
内
商
工
会
地
域
の
優

れ
た
食
材
や
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、

そ
れ
ら
の
創
意
と
工
夫
で
付
加
価
値
を
高

め
、
新
幹
線
駅
開
業
に
向
け
《
お
も
て
な

し
メ
ニ
ュ
ー
》
と
し
て
青
森
県
の
優
位
性

を
県
内
外
へ
発
信
し
地
域
経
済
の
活
性
化

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。 

蝦
名
副
知
事
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
、

一
般
公
募
か
ら
当
選
し
た
モ
ニ
タ
ー
を
合

わ地野華

  

鮟鱇の共和え
鮟鱇→鰺ヶ沢町

イトウの浅月の酢味噌
　イトウ→鰺ヶ沢町、新郷村

お造り五点盛り
醤油→鰺ヶ沢町岩谷醸造

平目昆布〆→鰺ヶ沢町　雲丹→大間町、風間浦村

鯛→中泊町、外ヶ浜町　蛸→風間浦村　鮑→風間浦村

青森シャモロック鍋
シャモロック→大鰐町、六戸町、五戸町

セリ→弘前市　舞茸→平川市　牛蒡→つがる市

長葱→つがる市　糸コンニャク→青森市

焼豆腐→青森市

中華前菜三種
※鮑の柔らか冷製

　鮑→風間浦村　タラの芽→鰺ヶ沢町

　トマト→藤崎町　昆布→風間浦村

※炙り帆立の豆板醤風味

　帆立→平内町　アスパラガス→中泊町

　帆立魚醤→横浜町　にんにく→田子町

※桜姫鶏の胡麻ソースかけ

　桜姫鶏→横浜町　小葱→藤崎町

　昆布醤油→弘前市中村醸造

　カネショウりんご酢→平川市

帆立と雲丹の茶碗蒸し　なまこのオイスター仕立て
帆立→野辺地町　雲丹→今別町

ほうれん草→つがる市　なまこ→むつ市

桜花堂入り　青森・今の旬
※小川原湖産の白魚を巻いた平目のベニエと十三湖産

　しじみ入り県産米粒ゆきのリゾット　黒にんにくソース

　　白魚→東北町　平目→鰺ヶ沢町　しじみ→中泊町

　　黒にんにく→東北町　粒ゆき→中泊町

※倉石牛のリエットと県産小麦ねばりごしのパン

　倉石牛→五戸町　ねばりごし→つがる市

※三沢沖産北寄貝のグラタン

　北寄貝→三沢市　初舞茸→田子町　雪の下→八戸市

※あすなろ卵を使った春のロワイヤル　相馬産手長海老入り

　あすなろ卵→平川市　長芋→新郷村

　雪中人参→深浦町　手長海老→弘前市相馬地区

深浦牛骨付きモモ肉の12時間ロースト
深浦牛→深浦町　ジャズ菜→八戸市南郷地区

トマト→藤崎町

南郷手打ち蕎麦
蕎麦→八戸市南郷地区

シャモロックガラ→大鰐町、六戸町、五戸町

清水森南蛮→弘前市　長葱→八戸市南郷地区

スチューベン→鶴田町

スチューベン100％ジュース→鶴田町　苺→田舎館村

青い森牛乳→弘前市

津軽産スチューベンのムース　県産苺と青い森牛乳のグラニエ

「青森の味」をふんだんに使用したメニュー

特産品ショップあおもり三昧 http://www.aomorizanmai.com 
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ば蔵ジれたいを食る

せ
約
百
七
十
人
が
参
加
。
県
内
商
工
会

域
よ
り
集
め
ら
れ
た
食
材
は
和
食
（
網

料
理
長
）
、
洋
食
（
久
慈
料
理
長
）
、
中

（
三
上
料
理
長
）
に
姿
を
か
え
南
郷
そ

を
合
わ
せ
て
全
十
品
。
会
場
に
は
県
内

元
か
ら
提
供
さ
れ
た
県
産
酒
、
ワ
イ
ン
、

ュ
ー
ス
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

、
参
加
者
は
海
の
幸
、
山
の
幸
を
使
っ

創
作
料
理
と
県
産
酒
に
舌
鼓
を
打
っ
て

た
。
今
後
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
意
見

取
り
入
れ
、
レ
シ
ピ
集
を
作
成
し
、
飲

店
、
宿
泊
業
関
係
者
へ
無
料
で
配
布
す

予
定
と
な
っ
て
い
る
。 
アワビやホタテ、各地の野菜など県産食材を生かした創作料理が披露された 



商工会報 №358                                                           平成 20 年 3 月 

 

②

▼県内各地域の企業等から提供された飲料もズラリと並

べられた。  酒類は２３社から３９銘柄、ジュースは６社、

水は４社からそれぞれ提供され、試飲された。 ▲こだわり食材マップ・試飲ご協賛企業マップ 

▲南郷そば打ち 

当日は実演も披露された 

▼12 時間かけてローストした深浦牛の削ぎ切り

▲映像を交えながら創作料理を説明するシェフ ≪左≫網野料理長 ≪中≫久慈料理長 ≪右≫三上料理長 
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五
戸
町
商
工
会
（
北
紀
一
会
長
）

と
新
郷
村
商
工
会
（
平
葭
哲
雄
会
長
）

は
三
月
七
日
、
青
森
県
に
合
併
認
可

を
申
請
し
た
。
県
は
合
併
予
定
の
四

月
一
日
ま
で
に
合
併
を
認
め
る
方

針
。 

 

県
内
の
商
工
会
は
〇
四
年
三
月
ま

で
六
十
団
体
あ
っ
た
。「
平
成
の
大
合

併
」
と
と
も
に
再
編
が
進
み
、
今
回

こ
れ
を
受
け
、
小
林
部
長
は
速
や
か
に
審
査

に
入
る
考
え
を
示
し
た
。 

北
会
長
は
「
新
郷
の
豊
か
な
観
光
資
源
を
有

効
に
活
用
し
、
産
業
の
活
性
化
を
図
り
た
い
」
、

平
葭
会
長
は
「
五
戸
と
新
郷
の
市
町
村
合
併
の

呼
び
水
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負

を
述
べ
、
町
村
合
併
の
機
運
醸
成
へ
の
期
待
感

を
示
し
た
。

五
戸
町
、
新
郷
村
両
商
工

会
は
平
成
十
七
年
に
十
二

月
六
日
の
三
役
情
報
交
換

会
を
皮
切
り
に
合
併
に
関

す
る
協
議
を
進
め
て
き
た
。

五
戸
町
商
工
会
は
二
〇

〇
四
年
四
月
、
旧
五
戸
町
、

旧
倉
石
村
の
両
商
工
会
が

合
併
し
て
誕
生
し
て
お
り
、

第
二
弾
の
合
併
は
県
内
で

初
め
て
と
な
る
。 

ま
た
、
県
内
の
商
工
会
が

市
町
村
の
枠
を
超
え
て
合

併
す
る
の
も
初
め
て
。

《
写
真
上
》
小
林
正
基
部
長
（
右
）
に
合
併
認
可
の
申
請
書
を
提
出
す
る
北
紀
一
会
長
（
中
）、
平
葭
哲
雄
会
長

の
合
併
に
よ
っ
て
四
十
五
団
体
に
再
編

さ
れ
る
。
新
商
工
会
の
名
称
は
「
五
戸

町
商
工
会
」
で
、
同
町
に
本
所
を
置
く
。

会
員
数
は
六
百
二
十
一
人
に
な
り
、
三

沢
市
、
つ
が
る
市
に
続
き
、
県
内
で
三

番
目
の
会
員
数
に
な
る
見
通
し
。 

 

七
日
は
北
、
平
葭
両
会
長
が
県
庁
で

小
林
正
基
商
工
労
働
部
長
に
申
請
書
を

提
出
。
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  第３回商工会青年部員研修会 
  

 
第３回商工会青年部員研修会が３月４日・５日

の２日間、青森市「ウェディングプラザアラスカ」

において県内商工会青年部員の５８名が出席し開

催された。 
研修１日目は、「リーダーのための税金講座～税

金の全体像が短時間でわかる～」と題して㈱オン

リー・ワン代表取締役の古川英夫氏から講演を頂

き、２時間という短時間でありながら税金の全体

像を詳しく説明いただいた。 
その後、今年度県下統一事業として行ったチャ

レンジショップ事業の報告を各ブロックの代表発表者が行い、開催概要から実施スケジュール、収支決

算、参加者の感想、事業の成功点・反省点等を報告した。各ブロックの報告に対し、起業家教育指導者

である葛西万博氏（県青連前会長、相談役）と大槻淳（県青連会長）から良かった点や改善点等を述べ

ていただいた後、青森県商工労働部・経営支援課主査の高坂和史氏と同企画政策部・人づくり戦略チー

ム主幹の盛秀一氏から、来年度行われる予定のチャレンジショップに生かすためのアドバイスをいただ

き、参加部員と積極的な意見交換がなされて充実したチャレンジショップ事業報告となった。 
２日目は「平成２０年度若手後継者等育成事業」について大槻会長から、来年度も継続事業としてチ

ャレンジショップを少ない予算ながら効率良く行い、県内のパイオニアとなって他団体のモデルとなる

ような事業としていきたいと説明があった。 
続いて、青森県商工会連合会地域振興課・地域支援係長の髙嶋弘行氏から「地域資源活用プログラム

について」と題して、地域がそれぞれの「強み」をいかして自立的・持続的な成長を実現していくこと

が重要であると述べられ、当プログラムを積極的に活用し各地域の農林水産品、技術、観光資源を域外

への事業展開を図り、地域の強みを活かした産業を形成・強化していくことが重要であると説明いただ

いた。 
最後に大槻会長から「県青連・県女性連組織化４０周年記念式典」の収支決算、反省点の報告、「青

年部全国大会」の報告を映像を交えながら行い、次回全国大会（福岡大会）にも多くの青年部員が参加

し、日本全国の青年部員と活発な交流をしていきたいと述べ、２日間の部員研修は終了した。 
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保険期間：平成１９年１０月１日午後４時～平成２０年１０月１日午後４時 

中途加入は毎月受付中！！ 

毎月１日の午前０時保険開始でご加入いただけます。 

全国商工会連合会詳しくはお近くの商工会または株式会社損害保険ジャパン、 

東京海上日動火災保険株式会社までお問い合わせください。 
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